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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信を行うとともに、複数の異なる種類の機能を有する携帯通信端末装置において
、
　外部より与えられる振動を検知して電気信号に変換する振動センサと、
　前記振動センサより与えられる電気信号より、振動が与えられるときの連続的に振動し
た回数である振動回数を計測する振動回数計測部と、
　該振動回数計測部で計測される前記振動回数に対して、前記複数の機能を割り当てて記
憶するメモリと、
　前記振動回数計測部で前記振動回数が計測されたとき、前記メモリを参照して、前記計
測された振動の回数に応じて割り当てられた機能を行うよう装置全体の制御を行う制御部
と
を有し、
　前記振動センサで振動を感知したとき、前記振動回数計測部が前記振動回数の計測を開
始するとともに、前記振動センサで検知される１回の振動の周期が所定時間より長くなっ
たとき、前記振動回数計測部が前記振動回数の計測を終了し、このとき計測された前記振
動回数を前記制御部に送出することを特徴とする携帯通信端末装置。
【請求項２】
　前記所定時間が、任意に設定可能であることを特徴とする請求項１に記載の携帯通信端
末装置。
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【請求項３】
　計測された前記振動回数に応じて動作する複数の機能を任意に設定可能であることを特
徴とする請求項１または請求項２に記載の携帯通信端末装置。
【請求項４】
　前記振動回数に応じて複数の機能を動作させることの禁止及び解除が切り換えられるこ
とを特徴とする請求項１～請求項３のいずれかに記載の携帯通信端末装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、携帯型電話機やＰＨＳ（Personal Handyphone System）などの携帯通信端末装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、携帯型電話機やＰＨＳなどの携帯通信端末装置の普及率が高まるとともに、これら
携帯通信端末装置の多機能化及び小型化が進み、その使用における利便性が向上している
。このような携帯通信端末装置に備えられた多くの機能は、携帯通信端末装置に具備され
たダイヤルボタンやファンクションボタンなどの各種ボタンや画面スクロール用のキーと
いった入力装置を操作することで、容易に使用することができる。
【０００３】
このように携帯通信端末装置が多機能化されているが、着信した場合に入力装置を操作し
て通話を開始することが現状である。そのため、例えば、鞄などの収納物に収納されてい
るときに着信されたとき、通話状態にするために入力装置を操作するのに時間を要し、発
信者が発信を中止してしまい、通話をすることができないことがある。このような問題を
解決するための携帯用通信機器が、特開平１０－７９７７７号公報によって開示されてい
る。
【０００４】
この特開平１０－７９７７７号公報において提供される携帯用通信機器は、着信時に振動
が与えられると、振動感知器によってその振動が検出されて通話開始／着信制御部に振動
関知信号を送出する。そして、この振動関知信号を受けた通話開始／着信制御部が着信音
量を小さくするとともに、発信元に保留音を送信する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、このように多機能化された携帯通信端末装置が、更に小型化されることによっ
て、この携帯通信端末装置に備えられる入力装置も小型化されるため、操作しにくくなる
という問題がある。又、多機能化が進んだ結果、限られた数のボタンに対して多様な機能
を割り当てる必要あるため、使用する機能を呼び出すために複雑な操作を強いられるとい
う問題がある。
【０００６】
このような問題に対して、特開平１０－７９７７７号公報で提供される携帯用通信機器は
、入力装置を操作せずに、着信音量の調節と発信元への保留音の送出という着信制御機能
を行うことができるが、多様な機能には対応していない。よって、この特開平１０－７９
７７７号公報で提供される携帯用通信機器は、入力装置を操作せずに任意の１つの機能を
制御するための方法を有するにすぎない。
【０００７】
このような問題を鑑みて、本発明は、入力装置などで複雑な操作を行うことなく、連続的
に与える振動の回数によって、複数の異なる機能を制御することのできる携帯通信端末装
置を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明の携帯通信端末装置は、無線通信を行うとともに、
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複数の異なる種類の機能を有する携帯通信端末装置において、外部より与えられる振動を
検知して電気信号に変換する振動センサと、前記振動センサより与えられる電気信号より
、振動が与えられるときの連続的に振動した回数である振動回数を計測する振動回数計測
部と、該振動回数計測部で計測される前記振動回数に対して、前記複数の機能を割り当て
て記憶するメモリと、前記振動回数計測部で前記振動回数が計測されたとき、前記メモリ
を参照して、前記計測された振動の回数に応じて割り当てられた機能を行うよう装置全体
の制御を行う制御部とを有し、前記振動センサで振動を感知したとき、前記振動回数計測
部が前記振動回数の計測を開始するとともに、前記振動センサで検知される１回の振動の
周期が所定時間より長くなったとき、前記振動回数計測部が前記振動回数の計測を終了し
、このとき計測された前記振動回数を前記制御部に送出することを特徴とする。
【００１３】
このような携帯通信端末装置において、メモリ内に、振動回数に応じて、例えば、通話開
始機能や出力音量拡大機能や入力音量拡大機能などの複数の機能を割り当てて記憶してお
く。そして、ユーザーによって携帯通信端末装置に振動が与えられたことを振動センサで
検知すると、その振動回数を振動回数計測部で計測する。そして、この計測された振動回
数が制御部に与えられると、計測された振動回数に割り当てれられた機能がメモリより読
み出されるとともに、読み出された機能を動作させる。
【００１５】
即ち、振動が与えられたことを振動センサが検知すると同時に、振動計測部での振動回数
の計測が開始し、１回の振動の周期が所定時間より長い振動となるまで計測が継続される
。このようにして計測されたときの振動の回数を、振動回数とすることができる。
【００１８】
　このような携帯通信端末装置において、前記所定時間が、任意に設定可能であるものと
しても構わない。
【００１９】
このような携帯通信端末装置において、ユーザーが操作して入力するための入力装置を設
け、前記所定時間を任意に設定できるようにすることで、検出する振動の感度を変更する
ことができる。
【００２０】
　又、計測された前記振動回数に応じて動作する複数の機能を任意に設定可能であるもの
としても構わない。
【００２１】
このような携帯通信端末装置において、ユーザーが操作して入力するための入力装置を設
け、前記メモリ内に記憶された前記振動回数に割り当てられた複数の種類の異なる機能を
任意に設定できるようにすることで、ユーザーの好みに応じた機能を設定することができ
る。
【００２２】
　又、前記振動回数に応じて複数の機能を動作させることの禁止及び解除が切り換えられ
るものとしても構わない。
【００２３】
【発明の実施の形態】
＜携帯通信端末装置の全体構成＞
本発明の携帯通信端末装置の全体構成について、図面を参照して説明する。図１は、本発
明の携帯通信端末装置の内部構成を示すブロック図である。
【００２４】
図１に示す携帯通信端末装置は、装置全体を制御するシステム制御部１と、振動を感知す
る振動センサ２と、振動センサ２より送出される振動信号より振動回数を計測する振動回
数計測部３と、振動の回数毎に割り当てられる機能を記憶する機能割り当てテーブル４ａ
を含むメモリ４とを有する。
【００２５】
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これらの構成ブロックによると、振動センサ２によって、携帯通信端末装置に与えられる
振動が感知され、電気信号である振動信号が振動回数計測部３に送出される。振動回数計
測部３では、送出された振動信号より携帯通信端末装置に連続して与えられた振動の回数
を計測するとともに、計測した振動回数情報をシステム制御部１に送出する。そして、シ
ステム制御部１によって、送出された振動回数情報より、メモリ４内の機能割り当てテー
ブル４ａを参照して、その振動の回数に応じて割り当てられた機能を行うよう装置全体の
制御を行う。尚、この携帯通信端末装置に与えられる振動による制御動作の詳細について
は、後述する。
【００２６】
又、この携帯通信端末装置は、ダイヤルボタンやファンクションボタンなどの各種ボタン
や画面スクロール用のキーといった入力装置５と、入力装置５における操作情報をシステ
ム制御部１に送出する入力装置制御部６と、液晶ディスプレイやＬＥＤ（Light Emitting
 Diode）などの出力装置７と、システム制御部１より与えられるデータより出力装置７を
制御する出力装置制御部８と、を有する。
【００２７】
これらの構成ブロックによると、ユーザーによって入力装置５における各種ボタンなどが
操作されると、その操作されたボタンやボタンの押し時間などの操作状態が、操作情報と
して入力装置制御部６よりシステム制御部１に送出される。このように操作情報が送出さ
れると、例えば、入力装置５内のダイヤルボタンが押されて発呼先がダイヤルされた後、
発呼ボタンが押されることによって、ダイヤル先に発呼動作を行うというように、システ
ム制御部１では、入力装置５における操作状態に応じたメモリ４内に記憶されている各種
機能を行うように、装置全体を制御する。又、システム制御部１より出力装置制御部８に
データが与えられると、例えば、携帯通信装置の状態を表す文字や絵を液晶ディスプレイ
に表示したり、着信状態を報知するためにＬＥＤを発光させたりするように、そのデータ
に応じて出力装置７が動作するように制御される。
【００２８】
更に、この携帯通信端末装置は、スピーカなどの音声出力装置９と、マイクロフォンなど
の音声入力装置１０と、システム制御部１より与えられるデータより音声出力装置９を制
御するとともに音声入力装置１０より与えられる音声信号をデータに変換してシステム制
御部１に送出する音声制御部１１と、発信や着信などの通信を制御する通信制御部１２と
、アンテナ１４で送受信される通信信号の変復調を行うための無線インターフェイス１３
と、アンテナ１４とを有する。
【００２９】
　これらの構成ブロックによると、アンテナ１４で着信信号を受信したとき、この着信信
号が、まず、無線インターフェイス１３で復調されて通信制御部１２に送出される。通信
制御部１２では、着信信号より着信したことを検知し、システム制御部１に着信したこと
を認識させ、出力装置７であるＬＥＤを動作させたり、着信音を出力するなどしてユーザ
ーに着信を報知するように出力装置制御部８が制御される。このとき、ユーザーによって
入力装置５などが操作され通信状態になると、アンテナ１４を介して受信する受信信号を
無線インターフェイス１３で復調するとともに、通信制御部１２で復号化してシステム制
御部１に送出する。
【００３０】
そして、システム制御部１より音声信号が音声制御部１１に送出される。そして、音声信
号が与えられた音声制御部１１によって音声出力装置９が制御されて、音声が出力される
。このとき、音声制御部１１は、入力装置５などが操作されて入力された音量で出力装置
が音声を出力するように、制御動作を行う。又、音声入力装置１０に入力された音声が音
声信号に変換されて音声制御部１１に送出されると、音声データとしてシステム制御部１
に送出される。そして、この音声データが、システム制御部１より通信制御部１２に送出
されて符号化された後、無線インターフェイス１３で変調されて、アンテナ１４より送信
信号として送信される。
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【００３１】
又、入力装置５が操作されて発呼動作を行う際、まず、上述したように、入力装置制御部
６より与えられる操作情報がシステム制御部１で認識され、発呼動作を行うように制御さ
れる。このとき、通信制御部１２が制御されて、発呼先のダイヤルなどの送信信号が生成
されるとともに、この送信信号が無線インターフェイス１３で変調されてアンテナ１４よ
り送信される。その後、通信可能であることを認識させるための信号を受信すると、通信
可能であることを通信制御部１２で検知するとともに、システム制御部１に認識させる。
そして、通信状態になると、システム制御部１、音声出力装置９、音声入力装置１０、音
声制御部１１、通信制御部１２、無線インターフェイス装置１３、アンテナ１４のそれぞ
れが、上述した通信時における動作を行う。
【００３２】
尚、通信時において、入力装置５より入力されたデータを外部に送信するように、入力装
置制御部６からデータ信号がシステム制御部１に与えられると、このデータ信号を通信制
御部１２で符号化した後、無線インターフェイス１３で変調して、送信信号としてアンテ
ナ１４より送信する。又、データを含んだ受信信号を受信し、システム制御部１より出力
装置制御部８にデータ信号が送出されると、出力装置７にそのデータに応じた文字や絵が
表示される。
【００３３】
又、機能割り当てテーブル４ａには、振動回数計測部３で計測された携帯通信端末装置に
与えられた振動回数に対して行う機能動作が記憶される。即ち、次の表１のように、例え
ば、振動回数が１回のときは通話開始機能を動作させ、振動回数が２回のときは出力音量
拡大機能を動作させ、又、振動回数が３回のときは入力音量拡大機能を動作させるように
、振動回数に対応して各機能を記憶する。尚、ここでいう振動回数とは、連続的に振動さ
せたときに得られる連続振動回数である。
【００３４】
よって、表１のように機能割り当てテーブル４ａに各機能が記憶されているとき、例えば
、携帯通信端末装置が受信信号を受信したときに、ユーザーが携帯通信端末装置を１回振
動させることによって、通話開始機能を動作させて、通話可能状態とすることができる。
又、このように通話可能状態となったとき、ユーザーが携帯通信端末装置を２回振動させ
ることによって、出力音量拡大機能を動作させることによって、音声出力装置９より出力
される音声が大きくなるように音声制御部１１を動作させることができる。又、ユーザー
が携帯通信端末装置を３回振動させることによって、入力音量拡大機能を動作させること
によって、音声入力装置１０に入力される音声が通信相手先で再生されたときに、その音
量が大きくなるように音声制御部１１を動作させることができる。
【００３５】
【表１】

【００３６】
このようにして振動回数に割り当てられる機能は、入力装置５をユーザーが操作すること
によって、出力装置７で表示される機能割り当てテーブル４ａの内容をユーザーが見て確
認しながら、他の機能に変更することが可能である。このようにして変更した割り当て機
能が入力装置５が操作されて入力されると、システム制御部１によって、この変更された
割り当て機能と振動回数とを対応させて機能割り当てテーブル４ａに格納する。尚、この
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割り当て機能は、携帯通信端末装置が有する機能であればどのようなものでも良く、ユー
ザーの好みに合わせて設定できる。又、機能割り当てテーブル４ａに記憶される振動回数
に対する割り当て機能は、機能割り当てテーブル４ａの記憶容量が許す限り、上限はない
。
【００３７】
又、このように携帯通信端末装置に振動を与えて、その振動回数に割り当てられた機能の
起動を禁止したい場合は、ユーザーが入力装置５を操作して、この振動による機能の起動
を禁止するように指示することができる。このように、ユーザーによって振動回数に対す
る割り当て機能の起動を禁止するように入力装置５が操作されると、入力装置制御部６を
通じて、この割り当て機能の起動の禁止がシステム制御部１に伝えられ、システム制御部
１は振動回数計測部３に対して、振動回数の計測を行わないように制御する。これにより
、携帯通信端末装置に与えられた振動の振動回数に割り当てられた機能の起動を禁止する
ことができる。
【００３８】
又、再び、携帯通信端末装置に与えられた振動の振動回数に割り当てられた機能の起動を
行うようにする場合は、ユーザーが入力装置５を操作して、この振動による機能の起動を
開始するように指示することができる。このように、ユーザーによって振動回数に対する
割り当て機能の起動を開始するように入力装置５が操作されると、入力装置制御部６を通
じて、この割り当て機能の起動の開始がシステム制御部１に伝えられ、システム制御部１
は振動回数計測部３に対して、振動回数の計測を行うように制御する。これにより、携帯
通信端末装置に与えられた振動の振動回数に割り当てられた機能の起動を開始することが
できる。
【００３９】
このような携帯通信端末装置は、以下の各実施形態において、共通の構成である。よって
、以下の各実施形態では、振動を与えて携帯通信端末装置に備えられた機能を使用すると
きの動作について、説明する。
【００４０】
＜第１の実施形態＞
本発明の第１の実施形態について、図面を参照して説明する。図２は、振動回数計測部３
の内部構成を示すブロック図である。図５は、各部の動作を示すタイムチャートである。
【００４１】
図２に示す振動回数計測部３は、振動センサ２（図１）より送出される振動信号の最大値
又は最小値を検出したときパルス信号を出力する振動検出部３１と、振動検出部３１より
与えられる信号によって動作を行うタイマ３２と、振動検出部３１より与えられる信号を
計数することによって振動回数を計数するカウンタ３３とを有する。又、カウンタ３３は
、タイマ３２より制御信号が与えられ、この制御信号がハイレベル（Ｈｉ）のとき動作を
行い、又、制御信号がローレベル（Ｌｏｗ）となったとき計数した値をシステム制御部１
（図１）に出力するとともにリセットされる。更に、タイマ３２からの制御信号は、振動
検出部３１にも送出される。
【００４２】
このように構成される振動回数計測部３は、ユーザーによって携帯通信端末装置に振動が
与えられると、振動センサ２より振動が検知されて得られる振動信号が、振動検出部３１
に送出される。このとき、例えば、携帯通信端末装置を「上、下、上、…」のように振動
させたときは、図３（ａ）のような振動信号が得られ、又、携帯通信端末装置を「下、上
、下、…」のように振動させたときは、図３（ｂ）のような振動信号が得られる。
【００４３】
そして、振動検出部３１に、図３（ａ）のような振動信号が入力された場合、その信号レ
ベルがＶmaxとなる最大値を検出するとともに、Ｈｉのパルス信号を出力する。このよう
に、Ｈｉのパルス信号が出力されると、タイマ３２がＯＮとなり、一定時間Ｔ（この時間
Ｔは、メモリ４（図１）内に記憶される）の間、Ｈｉとなる制御信号を振動検出部３１及
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びカウンタ３３に送出する。タイマ３２よりＨｉとなる制御信号が振動検出部３１に与え
られると、タイマ３２からの制御信号がＬｏｗになるまで、最大値を検出したときのみＨ
ｉのパルス信号をタイマ３２及びカウンタ３３に出力する。又、カウンタ３３では、タイ
マ３２から与えられる制御信号がＨｉの間、２回目以降に振動検出部３１で最大値が検出
されたときに発生するパルス信号が与えられると、その送出されるパルス信号が計数され
る。
【００４４】
又、振動検出部３１に、図３（ｂ）のような振動信号が入力された場合、その信号レベル
がＶminとなる最小値を検出するとともに、Ｈｉのパルス信号を出力する。このように、
Ｈｉのパルス信号が出力されると、タイマ３２がＯＮとなり、一定時間Ｔの間Ｈｉとなる
制御信号を振動検出部３１及びカウンタ３３に送出する。タイマ３２よりＨｉとなる制御
信号が振動検出部３１に与えられると、タイマ３２からの制御信号がＬｏｗになるまで、
最小値を検出したときのみＨｉのパルス信号をタイマ３２及びカウンタ３３に出力する。
又、カウンタ３３では、タイマ３２から与えられる制御信号がＨｉの間、２回目以降に振
動検出部３１で最小値が検出されたときに発生するパルス信号が与えられると、その送出
されるパルス信号が計数される。
【００４５】
このように振動回数計測部３が動作を行う際、タイマ３２は、振動検出部３１よりＨｉの
パルス信号が与えられる度に、リセットされて、一定時間Ｔの間Ｈｉとなる制御信号を出
力する。即ち、タイマ３２よりＨｉの制御信号が出力されてから、一定時間Ｔの間に、振
動検出部３１よりパルス信号が入力されると、入力された時間から一定時間Ｔが経過する
までＨｉの制御信号を出力する。
【００４６】
又、振動検出部３１は、例えば、図４のようなブロックで示すような構成とすることで、
上述した動作を行うことができる。図４に示す振動検出部３１は、振動センサ２（図１）
より振動信号が入力される最大値検出部４１及び最小値検出部４２と、最大値検出部４１
及び最小値検出部４２からの出力が入力されるとともにその出力がタイマ３２に入力され
るＯＲ回路４３と、最大値検出部４１からの出力をタイマ３２からの制御信号に応じてラ
ッチするラッチ回路４４と、最小値検出部４２からの出力をタイマ３２からの制御信号に
応じてラッチするラッチ回路４５とを有する。
【００４７】
このように振動検出部３１を構成したとき、振動信号が入力されて最初に最大値が検出さ
れたとき、まず、最大値検出部４１よりＨｉとなるパルス信号がＯＲ回路４３及びラッチ
回路４４に出力される。尚、このとき、最小値検出部４２からの出力はＬｏｗである。そ
して、ＯＲ回路４３を通してパルス信号がタイマ３２に出力されると、タイマ３２からの
制御信号がＨｉとなり、ラッチ回路４４，４５には、それぞれ、最大値検出部４１及び最
小値検出部４２からの出力がラッチされる。即ち、このとき、ラッチ回路４４にはＨｉの
信号がラッチされるとともに、ラッチ回路４５にはＬｏｗの信号がラッチされる。
【００４８】
そして、このようにＨｉ、Ｌｏｗの信号をそれぞれラッチしたラッチ回路４４，４５から
、それぞれ、最小値検出部４２にＨｉの信号が、最大値検出部４１にＬｏｗの信号が出力
され、最大値検出部４１がＯＮとなるとともに最小値検出部４２がＯＦＦとなる。尚、ラ
ッチ回路４４，４５よりＬｏｗの信号が出力されるとき、最小値検出部４２及び最大値検
出部４１がＯＮとなるものとする。よって、タイマ３２より出力される制御信号がＬｏｗ
になるまで、ラッチ回路４４，４５で、Ｈｉ、Ｌｏｗの信号がラッチされるとともに、こ
のラッチされた信号がそれぞれ最小値検出部４２及び最大値検出部４１に出力されるため
、最大値検出部４１のみがＯＮとなる。このとき、振動信号の最大値が検出されたときの
み、ＯＲ回路４３を介してタイマ３２及びカウンタ３３にパルス信号が出力される。
【００４９】
又、振動信号が入力されて最初に最小値が検出されたとき、まず、最小値検出部４２より
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Ｈｉとなるパルス信号がＯＲ回路４３及びラッチ回路４５に出力される。尚、このとき、
最大値検出部４１からの出力はＬｏｗである。そして、ＯＲ回路４３を通してパルス信号
がタイマ３２に出力されると、タイマ３２からの制御信号がＨｉとなり、ラッチ回路４４
，４５には、それぞれ、最大値検出部４１及び最小値検出部４２からの出力がラッチされ
る。即ち、このとき、ラッチ回路４４にはＬｏｗの信号がラッチされるとともに、ラッチ
回路４５にはＨｉの信号がラッチされる。
【００５０】
そして、このようにＬｏｗ、Ｈｉの信号をそれぞれラッチしたラッチ回路４４，４５から
、それぞれ、最小値検出部４２にＬｏｗの信号が、最大値検出部４１にＨｉの信号が出力
され、最大値検出部４１がＯＦＦとなるとともに最小値検出部４２がＯＮとなる。よって
、タイマ３２より出力される制御信号がＬｏｗになるまで、ラッチ回路４４，４５で、Ｌ
ｏｗ、Ｈｉの信号がラッチされるとともに、このラッチされた信号がそれぞれ最小値検出
部４２及び最大値検出部４１に出力されるため、最小値検出部４２のみがＯＮとなる。こ
のとき、振動信号の最小値が検出されたときのみ、ＯＲ回路４３を介してタイマ３２及び
カウンタ３３にパルス信号が出力される。
【００５１】
このように構成される振動回数計測部３の動作について、図５のタイムチャートを参照し
て説明する。携帯通信端末装置に「下、上、下、上、下、上、下」の振動が与えられ、図
５（ａ）のような振動信号が信号センサ２より出力されたものとする。このとき、まず、
振動検出部３１において、振動信号の最小値Ｖmin1が検出され、図５（ｂ）のように、パ
ルス信号Ｐａがタイマ３２に出力される。このときタイマ３２よりＨｉとなる制御信号が
出力される。
【００５２】
このように、振動検出部３１において最初に最小値が検出されると、上述したように、タ
イマ３２より制御信号がＨｉである間、振動検出部３１では次の最小値が検出されるまで
パルス信号は発生しない。今、図５（ａ）のように、パルス信号Ｐａが発生してから時間
Ｔが経過するまでに、振動信号の最小値Ｖmin2が検出されると、図５（ｂ）のように振動
検出部３１よりパルス信号Ｐｂがタイマ３２及びカウンタ３３に出力される。よって、タ
イマ３２のタイマ時間が再びリセットされた状態となり、図５（ｃ）のように時間Ｔが経
過するまでＨｉの制御信号が出力されるとともに、カウンタ３３で振動回数が１回と計数
される。
【００５３】
そして、再び、図５（ａ）のように、パルス信号Ｐｂが発生してから時間Ｔが経過するま
でに、振動信号の最小値Ｖmin3が検出されると、図５（ｂ）のように振動検出部３１より
パルス信号Ｐｃがタイマ３２及びカウンタ３３に出力される。よって、タイマ３２のタイ
マ時間が再びリセットされた状態となり、図５（ｃ）のように時間Ｔが経過するまでＨｉ
の制御信号が出力されるとともに、カウンタ３３で振動回数が２回と計数される。
【００５４】
その後、図５（ａ）のように、パルス信号Ｐｃが発生してから時間Ｔが経過するまでに、
振動信号の最小値が検出されなかったとき、タイマ３２から出力される制御信号が図５（
ｃ）のようにＬｏｗとなり、カウンタ３３から計数した振動回数をシステム制御部１（図
１）に出力する。よって、この場合、２回という振動回数をシステム制御部１に出力する
。更に、このとき、カウンタ３３はリセットされる。
【００５５】
そして、図５（ａ）のように、再び、振動検出部３１で振動信号の最小値Ｖmin4が検出さ
れて、図５（ｂ）のようにパルス信号Ｐｄが出力されると、上述したように、タイマ３２
より時間Ｔが経過するまでＨｉの制御信号が図５（ｃ）のように出力される。その後、図
５（ａ）のように、携帯通信端末装置に与えられる振動がなくなるため、振動信号が０と
なると、時間Ｔが経過して、図５（ｃ）のようにタイマ３２からの制御信号がＬｏｗとな
る。よって、このとき、カウンタ３３では振動が計数されない。
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【００５６】
尚、図５では、振動検出部３１において最初に振動信号の最小値を検出した場合の動作に
ついて述べたが、振動検出部３１において最初に振動信号の最大値を検出した場合も、パ
ルス信号の発生が最大値を検出したときであること以外は同様である。
【００５７】
上記のようにして、振動回数計測部３で、携帯通信端末装置に与えられる振動回数を計数
したとき、システム制御部１は、メモリ４（図１）内の機能割り当てテーブル４ａ（図１
）に格納された、その振動回数に割り当てられた機能を読み出し、その機能動作を行うよ
うに装置全体を制御する。
【００５８】
尚、振動回数を計測するための一定時間Ｔは、入力装置５（図１）をユーザーが操作する
ことで、その設定を変更することができる。即ち、入力装置５をユーザーが操作して、設
定変更機能を呼び出し、一定時間Ｔの値をユーザーが設定すると、新たに設定された時間
Ｔがメモリ４内に記憶される。そして、次回、ユーザーが携帯通信端末装置に振動を与え
て各機能動作を行わせるとき、タイマ３２は、制御信号を新たに設定された時間Ｔの間Ｈ
ｉとなるように動作する。よって、携帯通信端末装置に与えられる振動のタイミングに対
する感度の設定を変更することができる。
【００５９】
又、振動検出部３１について、図４に示すような構成としたが、例えば、振動信号の変化
量を測定することによって、振動信号が最大又は最小となることを検出し、タイマ３２及
びカウンタ３３にパルスを送出するような構成など、他の構成としても構わない。この例
に挙げた構成によると、振動信号が振動検出部３１に入力されて、振動信号の変化量の絶
対値が所定値より大きくなったときトリガがかかるようにして、それ以降、奇数回目毎に
振動信号の変化量が０となるときにパルス信号を出力するようにすればよい。
【００６０】
即ち、振動検出部３１に振動信号が入力されたとき、まず、その変化量の絶対値が所定値
が大きくなったことで、振動信号の入力を検知してトリガがかかる。そして、１回目に振
動信号の変化量が０となったとき、パルス信号をタイマ３２に出力して、タイマ３２をＯ
Ｎとする。次に、タイマ３２がＯＮした後、時間Ｔが経過するまでに、３回目に振動信号
の変化量が０となったとき、パルス信号をタイマ３２及びカウンタ３３に出力する。又、
タイマ３２より出力される制御信号がＨｉからＬｏｗに切り替わったとき、振動検出部３
１のトリガをＯＦＦとし、０となる振動信号の変化量の検出動作を停止し、再び、振動信
号の変化量の絶対値が所定値より大きくなるか否かの検知を行う。
【００６１】
＜第２の実施形態＞
本発明の第２の実施形態について、図面を参照して説明する。図６は、各部の動作を示す
タイムチャートである。尚、本実施形態における振動回数計測部２の構成は、第１の実施
形態と同様、図２のような構成となるので、その詳細な説明は第１の実施形態を参照する
ものとして、省略する。ただし、タイマ３２の動作は、第１の実施形態のものと異なる。
【００６２】
本実施形態では、第１の実施形態と異なり、タイマ３２から出力される制御信号がＨｉと
なってから時間Ｔが経過するまでに、振動検出部３１よりパルス信号が与えられても、リ
セットされて再び時間Ｔの間、制御信号をＨｉとすることがなく、１回目に制御信号がＨ
ｉとされると、必ず、時間Ｔが経過後にＬｏｗとなる。このようなタイマ３２が備えられ
たときの振動回数計測部３の動作について、図６のタイムチャートを参照して説明する。
【００６３】
携帯通信端末装置に「下、上、下、上、下、上、下」の振動が与えられ、図６（ａ）のよ
うな振動信号が信号センサ２より出力されたものとする。このとき、まず、振動検出部３
１において、振動信号の最小値Ｖmin1が検出され、図６（ｂ）のように、パルス信号Ｐａ
がタイマ３２に出力される。このときタイマ３２よりＨｉとなる制御信号が出力される。
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【００６４】
このように、振動検出部３１において最初に最小値が検出されると、第１の実施形態と同
様、タイマ３２より制御信号がＨｉである間、振動検出部３１では次の最小値が検出され
るまでパルス信号は発生しない。今、図６（ａ）のように、パルス信号Ｐａが発生してか
ら時間Ｔが経過するまでに、振動信号の最小値Ｖmin2が検出されると、図６（ｂ）のよう
に振動検出部３１よりパルス信号Ｐｂがカウンタ３３に出力される。よって、カウンタ３
３で振動回数が１回と計数される。そして、再び、図６（ａ）のように、パルス信号Ｐａ
が発生してから時間Ｔが経過するまでに、振動信号の最小値Ｖmin3が検出されると、図６
（ｂ）のように振動検出部３１よりパルス信号Ｐｃがカウンタ３３に出力される。よって
、カウンタ３３で振動回数が２回と計数される。
【００６５】
その後、図６（ａ）のように、パルス信号Ｐａが発生してから時間Ｔが経過すると、タイ
マ３２から出力される制御信号が図６（ｃ）のようにＬｏｗとなり、カウンタ３３から計
数した振動回数をシステム制御部１（図１）に出力する。よって、この場合、２回という
振動回数をシステム制御部１に出力する。更に、このとき、カウンタ３３はリセットされ
る。
【００６６】
そして、図６（ａ）のように、再び、振動検出部３１で振動信号の最小値Ｖmin4が検出さ
れて、図６（ｂ）のようにパルス信号Ｐｄが出力されると、タイマ３２より時間Ｔが経過
するまでＨｉの制御信号が図６（ｃ）のように出力される。その後、図６（ａ）のように
、携帯通信端末装置に与えられる振動がなくなるため、振動信号が０となると、時間Ｔが
経過して、図６（ｃ）のようにタイマ３２からの制御信号がＬｏｗとなる。よって、この
とき、カウンタ３３では振動が計数されない。
【００６７】
尚、図６では、振動検出部３１において最初に振動信号の最小値を検出した場合の動作に
ついて述べたが、振動検出部３１において最初に振動信号の最大値を検出した場合も、パ
ルス信号の発生が最大値を検出したときであること以外は同様である。
【００６８】
上記のようにして、振動回数計測部３で、携帯通信端末装置に与えられる振動回数を計数
したとき、システム制御部１は、メモリ４（図１）内の機能割り当てテーブル４ａ（図１
）に格納された、その振動回数に割り当てられた機能を読み出し、その機能動作を行うよ
うに装置全体を制御する。
【００６９】
又、振動回数を計測するための一定時間Ｔは、第１の実施形態と同様、入力装置５（図１
）をユーザーが操作することで、その設定を変更することができる。即ち、入力装置５を
ユーザーが操作して、設定変更機能を呼び出し、一定時間Ｔの値をユーザーが設定すると
、新たに設定された時間Ｔがメモリ４内に記憶される。そして、次回、ユーザーが携帯通
信端末装置に振動を与えて各機能動作を行わせるとき、タイマ３２は、制御信号を新たに
設定された時間Ｔの間Ｈｉとなるように動作する。よって、携帯通信端末装置に与えられ
る振動のタイミングに対する感度の設定を変更することができる。
【００７０】
更に、振動検出部３１の構成についても、第１の実施形態と同様、図４のような構成とし
ても構わないし、例えば、振動の変化量より振動回数を検出するような構成といった他の
構成としても構わない。
【００７１】
＜第３の実施形態＞
本発明の第３の実施形態について、図面を参照して説明する。図７は、振動回数計測部３
の内部構成を示すブロック図である。図９は、各部の動作を示すタイムチャートである。
尚、図７の振動回数計測部内に設けられた部分において、図２の振動回数計測部内に設け
られた部分と同一の目的で使用される部分については、同一の符号を付して、その詳細な
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説明については省略する。
【００７２】
図７に示す振動回数計測部３は、振動センサ２（図１）より送出される振動信号の信号レ
ベルが閾値ＶTHより高いことを検出したとき又は閾値－ＶTHより低いことを検出したとき
にＨｉとなる信号を出力する振動検出部７１と、振動検出部７１より与えられる信号によ
って動作を行うタイマ３２と、振動検出部７１より与えられる信号を計数することによっ
て振動回数を計数するカウンタ３３とを有する。又、タイマ３２からの制御信号は、振動
検出部７１及びカウンタ３３に送出される。
【００７３】
このように構成される振動回数計測部３は、ユーザーによって携帯通信端末装置に振動が
与えられると、振動センサ２より振動が検知されて得られる振動信号が、振動検出部７１
に送出される。このとき、例えば、携帯通信端末装置を「上、下、上、…」のように振動
させたときは、図３（ａ）のような振動信号が得られ、又、携帯通信端末装置を「下、上
、下、…」のように振動させたときは、図３（ｂ）のような振動信号が得られる。
【００７４】
そして、振動検出部７１に、図３（ａ）のような振動信号が入力された場合、その信号レ
ベルが閾値ＶTHより高くなると、出力信号がＬｏｗからＨｉとなる。そして、振動信号が
最大値Ｖmaxとなった後、閾値ＶTHより低くなると、出力信号がＬｏｗに切り替わる。尚
、振動検出部７１の出力信号がＬｏｗからＨｉに成ると、タイマ３２がＯＮとなり、一定
時間Ｔ（この時間Ｔは、メモリ４（図１）内に記憶される）の間、Ｈｉとなる制御信号を
振動検出部７１及びカウンタ３３に送出する。
【００７５】
タイマ３２よりＨｉとなる制御信号が振動検出部７１に与えられると、タイマ３２からの
制御信号がＬｏｗになるまで、振動検出部７１からタイマ３２及びカウンタ３３への出力
信号が、振動信号の信号レベルが閾値ＶTHより高くなったときのみＨｉに切り替わる。又
、カウンタ３３では、タイマ３２から与えられる制御信号がＨｉの間、２回目以降に振動
検出部７１で信号レベルが閾値ＶTHより高くなったことを検出されたときに出力信号がＨ
ｉに切り替わる度に、計数動作が行われる。
【００７６】
又、振動検出部７１に、図３（ｂ）のような振動信号が入力された場合、その信号レベル
が閾値－ＶTHより低くなると、出力信号がＬｏｗからＨｉとなる。そして、振動信号が最
大値Ｖminとなった後、閾値－ＶTHより高くなると、出力信号がＬｏｗに切り替わる。尚
、振動検出部７１の出力信号がＬｏｗからＨｉに成ると、タイマ３２がＯＮとなり、一定
時間Ｔの間、Ｈｉとなる制御信号を振動検出部７１及びカウンタ３３に送出する。
【００７７】
タイマ３２よりＨｉとなる制御信号が振動検出部７１に与えられると、タイマ３２からの
制御信号がＬｏｗになるまで、振動検出部７１からタイマ３２及びカウンタ３３への出力
信号が、振動信号の信号レベルが閾値－ＶTHより低くなったときのみＨｉに切り替わる。
又、カウンタ３３では、タイマ３２から与えられる制御信号がＨｉの間、２回目以降に振
動検出部７１で信号レベルが閾値－ＶTHより低くなったことを検出されたときに出力信号
がＨｉに切り替わる度に、計数動作が行われる。
【００７８】
このように振動回数計測部３が動作を行う際、タイマ３２は、振動検出部７１からの出力
信号がＨｉに切り替わる度に、リセットされて、一定時間Ｔの間Ｈｉとなる制御信号を出
力する。即ち、タイマ３２よりＨｉの制御信号が出力されてから、一定時間Ｔの間に、振
動検出部７１からの出力信号がＨｉに切り替わると、入力された時間から一定時間Ｔが経
過するまでＨｉの制御信号を出力する。
【００７９】
又、振動検出部７１は、例えば、図８のようなブロックで示すような構成とすることで、
上述した動作を行うことができる。図８に示す振動検出部７１は、振動センサ２（図１）
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より振動信号が入力されるコンパレータ８１，８２と、コンパレータ８１，８２からの出
力が入力されるとともにその出力がタイマ３２に入力されるＯＲ回路８３と、コンパレー
タ８１からの出力をタイマ３２からの制御信号に応じてラッチするラッチ回路８４と、コ
ンパレータ８２からの出力をタイマ３２からの制御信号に応じてラッチするラッチ回路８
５とを有する。
【００８０】
このように振動検出部７１を構成したとき、振動信号が入力されて最初に閾値ＶTHより高
くなることが検出されたとき、まず、コンパレータ８１よりＨｉとなる信号がＯＲ回路８
３及びラッチ回路８４に出力される。尚、このとき、コンパレータ８２からの出力はＬｏ
ｗである。そして、ＯＲ回路８３を通してＨｉとなる信号がタイマ３２に出力されると、
タイマ３２からの制御信号がＨｉとなり、ラッチ回路８４，８５には、それぞれ、コンパ
レータ８１，８２からの出力がラッチされる。即ち、このとき、ラッチ回路８４にはＨｉ
の信号がラッチされるとともに、ラッチ回路８５にはＬｏｗの信号がラッチされる。
【００８１】
そして、このようにＨｉ、Ｌｏｗの信号をそれぞれラッチしたラッチ回路８４，８５から
、それぞれ、コンパレータ８２にＨｉの信号が、コンパレータ８１にＬｏｗの信号が出力
され、コンパレータ８１がＯＮとなるとともにコンパレータ８２がＯＦＦとなる。尚、ラ
ッチ回路８４，８５よりＬｏｗの信号が出力されるとき、コンパレータ８２，８１がＯＮ
となるものとする。よって、タイマ３２より出力される制御信号がＬｏｗになるまで、ラ
ッチ回路８４，８５で、Ｈｉ、Ｌｏｗの信号がラッチされるとともに、このラッチされた
信号がそれぞれコンパレータ８２，８１に出力されるため、コンパレータ８１のみがＯＮ
となる。このとき、振動信号が閾値ＶTHより高いことが検出されたときのみ、ＯＲ回路８
３を介してタイマ３２及びカウンタ３３に出力される信号がＨｉとなる。
【００８２】
又、振動信号が入力されて最初に閾値－ＶTHより低くなることが検出されたとき、まず、
コンパレータ８２よりＨｉとなる信号がＯＲ回路８３及びラッチ回路８５に出力される。
尚、このとき、コンパレータ８１からの出力はＬｏｗである。そして、ＯＲ回路８３を通
してＨｉとなる信号がタイマ３２に出力されると、タイマ３２からの制御信号がＨｉとな
り、ラッチ回路８４，８５には、それぞれ、コンパレータ８１，８２からの出力がラッチ
される。即ち、このとき、ラッチ回路８４にはＬｏｗの信号がラッチされるとともに、ラ
ッチ回路８５にはＨｉの信号がラッチされる。
【００８３】
そして、このようにＬｏｗ、Ｈｉの信号をそれぞれラッチしたラッチ回路８４，８５から
、それぞれ、コンパレータ８２にＬｏｗの信号が、コンパレータ８１にＨｉの信号が出力
され、コンパレータ８１がＯＦＦとなるとともにコンパレータ８２がＯＮとなる。よって
、タイマ３２より出力される制御信号がＬｏｗになるまで、ラッチ回路８４，８５で、Ｌ
ｏｗ、Ｈｉの信号がラッチされるとともに、このラッチされた信号がそれぞれコンパレー
タ８２，８１に出力されるため、コンパレータ８２のみがＯＮとなる。このとき、振動信
号が閾値－ＶTHより低いことが検出されたときのみ、ＯＲ回路８３を介してタイマ３２及
びカウンタ３３に出力される信号がＨｉとなる。
【００８４】
このように構成される振動回数計測部３の動作について、図９のタイムチャートを参照し
て説明する。携帯通信端末装置に「下、上、下、上、下、上、下」の振動が与えられ、図
９（ａ）のような振動信号が信号センサ２より出力されたものとする。このとき、まず、
振動検出部７１において、振動信号が閾値－ＶTHより低くなると、図９（ｂ）のように、
タイマ３２に出力される出力信号がＨｉに切り替わる。このときタイマ３２よりＨｉとな
る制御信号が出力される。そして、図９（ａ）のように、振動信号が最小値となった後、
閾値－ＶTHより高くなると、図９（ｂ）のように、振動検出部７１の出力信号はＬｏｗに
なる。尚、振動検出部７１の出力信号において、Ｈｉとなる期間の信号をパルス信号と呼
ぶ。
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【００８５】
このように、振動検出部７１において最初に閾値－ＶTHより低くなる信号レベルが検出さ
れ、パルス信号Ｐ１が発生されると、上述したように、タイマ３２より制御信号がＨｉで
ある間、振動検出部７１の出力信号のレベルが閾値－ＶTHに基づいて切り替わる。今、図
９（ａ）のように、パルス信号Ｐ１が発生してから時間Ｔが経過するまでに、振動信号が
閾値－ＶTHより低くなると、図９（ｂ）のように振動検出部７１よりパルス信号Ｐ２がタ
イマ３２及びカウンタ３３に出力される。よって、タイマ３２のタイマ時間が再びリセッ
トされた状態となり、図９（ｃ）のように時間Ｔが経過するまでＨｉの制御信号が出力さ
れるとともに、カウンタ３３で振動回数が１回と計数される。
【００８６】
そして、再び、図９（ａ）のように、パルス信号Ｐ２が発生してから時間Ｔが経過するま
でに、振動信号が閾値－ＶTHより低くなると、図９（ｂ）のように振動検出部７１よりパ
ルス信号Ｐ３がタイマ３２及びカウンタ３３に出力される。よって、タイマ３２のタイマ
時間が再びリセットされた状態となり、図９（ｃ）のように時間Ｔが経過するまでＨｉの
制御信号が出力されるとともに、カウンタ３３で振動回数が２回と計数される。
【００８７】
その後、図９（ａ）のように、パルス信号Ｐ３が発生してから時間Ｔが経過するまでに、
振動信号が閾値－ＶTHより低くならなかったとき、タイマ３２から出力される制御信号が
図９（ｃ）のようにＬｏｗとなり、カウンタ３３から計数した振動回数をシステム制御部
１（図１）に出力する。よって、この場合、２回という振動回数をシステム制御部１に出
力する。更に、このとき、カウンタ３３はリセットされる。
【００８８】
尚、図９では、振動検出部７１において最初に振動信号が閾値－ＶTHより低くなったこと
を検出した場合の動作について述べたが、振動検出部７１において最初に振動信号が閾値
ＶTHより高くなったことを検出した場合も、パルス信号の発生が振動信号が閾値ＶTHより
高くなったときであること以外は同様である。
【００８９】
上記のようにして、振動回数計測部３で、携帯通信端末装置に与えられる振動回数を計数
したとき、システム制御部１は、メモリ４（図１）内の機能割り当てテーブル４ａ（図１
）に格納された、その振動回数に割り当てられた機能を読み出し、その機能動作を行うよ
うに装置全体を制御する。
【００９０】
尚、振動回数を計測するための一定時間Ｔ及び閾値±ＶTHは、入力装置５（図１）をユー
ザーが操作することで、その設定を変更することができる。即ち、入力装置５をユーザー
が操作して、設定変更機能を呼び出し、一定時間Ｔ及び閾値±ＶTHの値をそれぞれユーザ
ーが設定すると、新たに設定された時間Ｔ及び閾値±ＶTHがメモリ４内に記憶される。そ
して、次回、ユーザーが携帯通信端末装置に振動を与えて各機能動作を行わせるとき、振
動検出部７１は、振動信号と新たに設定された閾値±ＶTHとを比較して出力信号のレベル
の切換を行うとともに、タイマ３２は、制御信号を新たに設定された時間Ｔの間Ｈｉとな
るように動作する。よって、携帯通信端末装置に与えられる振動のタイミングに対する感
度の設定を変更することができる。
【００９１】
又、振動検出部７１の構成についても、図８のような構成と限定されるものでなく、他の
構成としても構わない。
【００９２】
＜第４の実施形態＞
本発明の第４の実施形態について、図面を参照して説明する。図１０は、各部の動作を示
すタイムチャートである。尚、本実施形態における振動回数計測部２の構成は、第３の実
施形態と同様、図７のような構成となるので、その詳細な説明は第３の実施形態を参照す
るものとして、省略する。ただし、タイマ３２の動作は、第３の実施形態のものと異なる
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。
【００９３】
本実施形態では、第３の実施形態と異なり、タイマ３２から出力される制御信号がＨｉと
なってから時間Ｔが経過するまでに、振動検出部７１からの出力信号がＨｉに切り替わっ
ても、リセットされて再び時間Ｔの間、制御信号をＨｉとすることがなく、１回目に制御
信号がＨｉとされると、必ず、時間Ｔが経過後にＬｏｗとなる。このようなタイマ３２が
備えられたときの振動回数計測部３の動作について、図１０のタイムチャートを参照して
説明する。
【００９４】
携帯通信端末装置に「下、上、下、上、下、上、下」の振動が与えられ、図１０（ａ）の
ような振動信号が信号センサ２より出力されたものとする。このとき、まず、振動検出部
７１において、振動信号が閾値－ＶTHより低くなると、図１０（ｂ）のように、タイマ３
２に出力される出力信号がＨｉに切り替わる。このときタイマ３２よりＨｉとなる制御信
号が出力される。そして、図１０（ａ）のように、振動信号が最小値となった後、閾値－
ＶTHより高くなると、図１０（ｂ）のように、振動検出部７１の出力信号はＬｏｗになる
。尚、振動検出部７１の出力信号において、Ｈｉとなる期間の信号をパルス信号と呼ぶ。
【００９５】
このように、振動検出部７１において最初に閾値－ＶTHより低くなる信号レベルが検出さ
れ、パルス信号Ｐ１が発生されると、上述したように、タイマ３２より制御信号がＨｉで
ある間、振動検出部７１の出力信号のレベルが閾値－ＶTHに基づいて切り替わる。今、図
１０（ａ）のように、パルス信号Ｐ１が発生してから時間Ｔが経過するまでに、振動信号
が閾値－ＶTHより低くなると、図１０（ｂ）のように振動検出部７１よりパルス信号Ｐ２
がカウンタ３３に出力される。よって、カウンタ３３で振動回数が１回と計数される。
【００９６】
そして、再び、図１０（ａ）のように、パルス信号Ｐ１が発生してから時間Ｔが経過する
までに、振動信号が閾値－ＶTHより低くなると、図１０（ｂ）のように振動検出部７１よ
りパルス信号Ｐ３がカウンタ３３に出力される。よって、カウンタ３３で振動回数が２回
と計数される。
【００９７】
その後、パルス信号Ｐ１が発生してから時間Ｔが経過したときに、タイマ３２から出力さ
れる制御信号が図１０（ｃ）のようにＬｏｗとなる。このとき、図１０（ａ）のように、
パルス信号Ｐ３が発生してからは、振動信号が閾値－ＶTHより低くなることがないので、
振動検出部７１からのパルス信号の出力がない。よって、カウンタ３３から計数した振動
回数をシステム制御部１（図１）に出力する。よって、この場合、２回という振動回数を
システム制御部１に出力する。更に、このとき、カウンタ３３はリセットされる。
【００９８】
尚、図１０では、振動検出部７１において最初に振動信号が閾値－ＶTHより低くなったこ
とを検出した場合の動作について述べたが、振動検出部７１において最初に振動信号が閾
値ＶTHより高くなったことを検出した場合も、パルス信号の発生が振動信号が閾値ＶTHよ
り高くなったときであること以外は同様である。
【００９９】
上記のようにして、振動回数計測部３で、携帯通信端末装置に与えられる振動回数を計数
したとき、システム制御部１は、メモリ４（図１）内の機能割り当てテーブル４ａ（図１
）に格納された、その振動回数に割り当てられた機能を読み出し、その機能動作を行うよ
うに装置全体を制御する。
【０１００】
尚、振動回数を計測するための一定時間Ｔ及び閾値±ＶTHは、第３の実施形態と同様、入
力装置５（図１）をユーザーが操作することで、その設定を変更することができる。即ち
、入力装置５をユーザーが操作して、設定変更機能を呼び出し、一定時間Ｔ及び閾値±Ｖ
THの値をそれぞれユーザーが設定すると、新たに設定された時間Ｔ及び閾値±ＶTHがメモ
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リ４内に記憶される。そして、次回、ユーザーが携帯通信端末装置に振動を与えて各機能
動作を行わせるとき、振動検出部７１は、振動信号と新たに設定された閾値±ＶTHとを比
較して出力信号のレベルの切換を行うとともに、タイマ３２は、制御信号を新たに設定さ
れた時間Ｔの間Ｈｉとなるように動作する。よって、携帯通信端末装置に与えられる振動
のタイミングに対する感度の設定を変更することができる。
【０１０１】
又、振動検出部７１の構成についても、第３の実施形態と同様の図８のような構成と限定
されるものでなく、他の構成としても構わない。
【０１０２】
【発明の効果】
本発明によると、携帯通信端末装置に与える振動の回数に応じて、携帯通信端末装置が有
する複数種類の機能を動作させることができる。よって、携帯通信端末装置に備えられた
ボタンやキーなどで複雑な操作を行わずに、各種機能を容易に動作させることができる。
又、この振動回数に割り当てる携帯通信端末装置の機能をユーザーが任意に設定すること
を可能とすることで、そのユーザーが頻繁に使用する機能などを割り当てるなどして、ユ
ーザーの好みに応じた設定にすることができる。又、前記携帯通信端末装置に振動が与え
られることによって、前記振動回数に応じた機能を動作させる手段の使用の禁止又は解除
の切換を可能とすることで、ユーザーの意図しない振動の発生による誤動作を防止するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の携帯通信端末装置の内部構成を示すブロック図。
【図２】図１の携帯通信端末装置内に設けられた振動回数計測部の内部構成の一例を示す
ブロック図。
【図３】振動信号の状態を示す図。
【図４】図２の振動回数計測部内に設けられた振動検出部の内部構成の一例を示すブロッ
ク図。
【図５】第１の実施形態における振動回数計測部内の各部の動作を示すタイムチャート。
【図６】第２の実施形態における振動回数計測部内の各部の動作を示すタイムチャート。
【図７】図１の携帯通信端末装置内に設けられた振動回数計測部の内部構成の一例を示す
ブロック図。
【図８】図７の振動回数計測部内に設けられた振動検出部の内部構成の一例を示すブロッ
ク図。
【図９】第３の実施形態における振動回数計測部内の各部の動作を示すタイムチャート。
【図１０】第４の実施形態における振動回数計測部内の各部の動作を示すタイムチャート
。
【符号の説明】
１　　システム制御部
２　　振動センサ
３　　振動回数計測部
４　　メモリ
５　　入力装置
６　　入力装置制御部
７　　出力装置
８　　出力装置制御部
９　　音声出力装置
１０　　音声入力装置
１１　　音声制御部
１２　　通信制御部
１３　　無線インターフェイス
１４　　アンテナ
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【図７】

【図８】
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【図１０】
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